
みずきの
ええとこ発見！

さいじょうさいじょうさいじょうさいじょう

とうどさんの飾り付けとうどさんの飾り付け
〜 小正月に市内各所で行われているとうどさん、

子どもたちもお手伝いしています 〜

第82号

令和6（2024）年２月１日発行
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１２月定例会における議案などの審議結果
議案等番号 件名 議決結果

議案第83号 令和４年度西条市一般会計及び特別会計歳入歳出決算の認定
について

認　定
議案第84号 令和４年度西条市水道事業会計決算の認定について

議案第85号 令和４年度西条市病院事業会計決算の認定について

議案第86号 令和４年度西条市公共下水道事業会計決算の認定について

議案第92号 令和５年度西条市一般会計補正予算（第６回）について

原案可決

議案第93号 令和５年度西条市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）
について

議案第94号 令和５年度西条市介護保険特別会計補正予算（第２回）に
ついて

議案第95号 工事請負契約の締結について

議案第96号 西条市総合体育館等の指定管理者の指定について

議案第97号 愛媛県市町総合事務組合規約の変更について

議案第98号 愛媛県市町総合事務組合の共同処理事務構成団体からの脱退
に伴う財産処分について

議案第99号 西条市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

議案第100号 西条市適応指導教室設置条例の一部を改正する条例について

議案第101号 西条市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例について

議案第102号 西条市下水道条例及び西条市公共下水道事業受益者負担に関
する条例の一部を改正する条例について

議案第103号 西条市港湾施設設置及び管理条例等の一部を改正する条例に
ついて

議案第104号 西条市消防団条例の一部を改正する条例について

議案第105号 西条市丹原ふるさと歴史館設置及び管理条例を廃止する条例
について

議 員 別  議 案 等 賛 否 一 覧 表 上表には議案などの審議結果を、下表には賛否が分かれた議案など（上表の網掛
け部分）の状況を掲載しています。（現議員数28名）

（賛成：反対）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

越
　
智
　
由
美
子

市
　
川
　
み
ど
り

髙
　
橋
　
淑
　
子

森
　
川
　
亜
　
紀

今
　
井
　
廣
　
一

塩
　
﨑
　
雄
　
大

三
　
好
　
和
　
彦

髙
　
橋
　
　
　
保

佐
々
木
　
　
　
充

真
　
鍋
　
顕
　
伸

城
　
戸
　
　
　
力

井
　
上
　
浩
　
二

臼
　
坂
　
　
　
均

西
　
坂
　
　
　
壽

藤
　
井
　
武
　
彦

川
　
又
　
由
美
恵

佐
　
伯
　
利
　
彦

坪
　
井
　
　
　
剛

髙
　
橋
　
章
　
哲

伊
　
藤
　
新
　
平

御
　
荘
　
秀
　
樹

越
　
智
　
俊
　
幸

藤
　
田
　
節
　
雄

行
　
元
　
　
　
博

一
　
色
　
輝
　
雄

楠
　
　
　
　
　
學

武
　
田
　
　
　
功

伊
　
藤
　
孝
　
司

議案第83号 24：1 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第84号 24：1 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第86号 24：1 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

議案第92号 22：1 × ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

請願第28号 2：21 ◯ × × × × × × × × × × × × × ◯ × × × × × × × ×

請願第30号 2：21 ◯ × × × × × × × × × × × × × ◯ × × × × × × × ×

※ ○：議案などに対して賛成　×：議案などに対して反対　　　　　※ 坪井　剛議員は、議長職のため表決に加わっていません。

議 案 等

議 員 名

議案等番号 件名 議決結果

議案第106号 令和５年度西条市一般会計補正予算（第７回）について

原案可決

議案第107号 西条市こども医療費助成条例の一部を改正する条例について

議案第108号 令和５年度西条市一般会計補正予算（第８回）について

議案第109号 令和５年度西条市国民健康保険特別会計補正予算（第３回）
について

議案第110号 令和５年度西条市介護保険特別会計補正予算（第３回）につ
いて

議案第111号 令和５年度西条市ひうち地域振興整備事業特別会計補正予算
（第１回）について

議案第112号 令和５年度西条市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第
１回）について

議案第113号 西条市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につ
いて

議案第114号 令和５年度西条市一般会計補正予算（第９回）について

議案第115号 西条市手数料条例の一部を改正する条例について

議案第116号 教育委員会委員の任命について
同　意

議案第117号 公平委員会委員の任命について

報告第21号 市道東ひうち1号線の道路の段差による物損事故に伴う和解
及び損害賠償の額の決定の専決処分について 報告聴取

委員会提出
議案第1号 総合計画等検討特別委員会の設置について 原案可決

請願第28号 学校給食の無償化を求める意見書の提出を求める請願 不 採 択

請願第29号 保育士配置基準の改善及び保育士の処遇改善を求める請願 継続審査

請願第30号 沖縄、辺野古基地建設強行に反対する意見書の提出を求める
請願 不 採 択

議員の派遣の承認について 承　認

議 

長
欠 

席

欠 

席

欠 

席

欠 

席

デジタル田園都市国家構想とは？

　

12
月
定
例
会
初
日
（
11
月
28

日
）
に
、
総
合
計
画
等
検
討
特

別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
第
３
期
西

条
市
総
合
計
画
及
び
西
条
市
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総

合
戦
略
の
策
定
に
関
す
る
調
査

・
研
究
及
び
関
連
議
案
な
ど
に

つ
い
て
審
査
し
ま
す
。

委
員
長　
　
　

行
元　
　

博

副
委
員
長　
　

西
坂　
　

壽

　
　
　
　
　
　

森
川　

亜
紀

　
　
　
　
　
　

塩
﨑　

雄
大

　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

充

　
　
　
　
　
　

藤
井　

武
彦

　
　
　
　
　
　

川
又
由
美
恵

　
　
　
　
　
　

佐
伯　

利
彦

　
　
　
　
　
　

髙
橋　

章
哲

　
　
　
　
　
　

越
智　

俊
幸

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

略してデジ田
でん

　デジタル実装を通じて地方が抱
える課題を解決し、誰一人取り残
されずすべての人がデジタル化の
メリットを享受できる心豊かな暮
らしを実現するという構想です。
　構想の実現のため、「地方に仕
事をつくる」「人の流れをつく
る」「結婚・出産・子育ての希望
をかなえる」「魅力的な地域をつ
くる」の4つに重点をおいて地方の
取組を推進します。
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令和５年第６回12月定例会　本会議

環
境
負
荷
の
少
な
い

農
業
へ
の
転
換
を
！

農
林
水
産
省
は
環
境
負
荷

の
少
な
い
農
業
へ
の
転
換

を
目
指
し
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
を
策
定
し
、
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
削
減
の
た
め
、
化
学

農
薬
の
削
減
及
び
化
学
肥
料
か
ら

有
機
肥
料
へ
の
転
換
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

化
学
肥
料
は
、
製
造
さ
れ
る
際

に
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を
発
生
さ

せ
る
と
と
も
に
、
過
剰
な
施
肥
に

よ
り
、
河
川
や
地
下
水
の
窒
素
汚

染
を
進
め
て
し
ま
う
。

　

本
市
で
も
周
桑
地
区
の
樹
園
地

で
は
、
地
下
水
の
硝
酸
態
窒
素
濃

度
が
上
昇
し
て
お
り
、
早
期
に
対

策
を
す
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
農
業
の
脱
炭

素
化
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
現

状
と
課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

ま
た
、
四
国
一
の
経
営
耕
地
面

積
を
誇
る
本
市
と
し
て
、
農
業
の

脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
先
進
的
な

取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

本
市
に
お
け
る
取
組
と
し

て
は
、
従
前
か
ら
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
援
事
業
を
実
施

し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
国
の
環
境
保
全
型

農
業
直
接
支
払
交
付
金
は
、
農
業

生
産
に
由
来
す
る
環
境
負
荷
低
減

や
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど
に
効

果
の
高
い
農
業
生
産
活
動
を
支
援

す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

国
が
定
め
る
有
機
農
業
や
化
学
肥

料
、
化
学
農
薬
の
５
割
低
減
の
取

組
と
合
わ
せ
て
行
う
カ
バ
ー
ク
ロ

ッ
プ
の
施
用
な
ど
の
取
組
を
行
っ

た
農
業
者
が
組
織
す
る
団
体
に
対

し
、
そ
の
取
組
面
積
に
応
じ
補
助

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
単
独
の
樹
園
地
に
お

け
る
過
剰
施
肥
対
策
と
し
て
は
、

平
成
28
年
度
と
29
年
度
に
愛
媛
大

学
、
Ｊ
Ａ
周
桑
、
Ｊ
Ａ
東
予
園
芸

と
実
施
し
た
共
同
研
究
に
お
い
て
、

特
に
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
ー
を
施
用
す

る
こ
と
で
降
雨
な
ど
に
よ
る
土
壌

の
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
大
気

中
の
窒
素
吸
着
に
も
効
果
的
で
あ

る
と
の
提
案
が
さ
れ
た
。
そ
の
た

め
、
令
和
３
年
度
か
ら
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
、
シ
ロ
ク
ロ
ー
バ
ー
を

作
付
け
す
る
面
積
に
応
じ
た
補
助

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
11
・
５

ア
ー
ル
の
ほ
場
に
お
い
て
試
験
導

入
し
、
効
果
検
証
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
単
独
事
業
で
あ
る
園

芸
施
設
等
整
備
支
援
事
業
で
は
、

園
芸
施
設
に
お
け
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
の
導
入
、
内
張
り
の
多
層
化
な

ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
に
資
す
る
設

備
の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
従
来

か
ら
行
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度

に
は
、
５
件
の
整
備
が
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

本
市
の
課
題
と
し
て
は
、
有
機

農
業
の
取
組
が
増
え
て
い
な
い
こ

と
、
そ
の
背
景
と
し
て
有
機
農
業

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
増
加
す

る
労
働
力
が
農
作
物
に
じ
ゅ
う
ぶ

ん
価
格
転
嫁
し
に
く
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
、
消
費
者
の
理
解
の
醸
成

が
必
要
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
環
境
保
全
型
農
業
の

取
組
に
つ
い
て
県
や
Ｊ
Ａ
な
ど
関

係
機
関
と
連
携
し
、
雑
草
の
管
理

や
農
薬
の
飛
散
な
ど
に
つ
い
て
、

慣
行
栽
培
を
行
う
農
業
者
と
も
調

整
を
図
り
な
が
ら
、
農
業
者
が
主

体
的
に
環
境
保
全
型
農
業
に
取
り

組
め
る
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
市
内
外
の
関
係
機
関
と

連
携
し
た
協
議
会
設
立
に
向
け
て

検
討
を
進
め
る
こ
と
で
、
水
資
源

保
全
を
含
め
た
環
境
保
全
型
農
業
、

持
続
可
能
な
農
業
、
も
う
か
る
農

業
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

令和５年度補正予算（総額18億687万8千円）を可決
　令和５年第６回12月定例会は、11月28日から12
月20日まで開催され、議案31件及び報告１件を審
議し、最終日には、議案などの採決を行いました。
　また、議員12人が議案質疑と一般質問を行いま
した。発言の要旨は、会派別に３ページから８ペー
ジに掲載しています。

12月
定例会

答

佐　

伯　

利　

彦 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

農
業
の
脱
炭
素
化
に
向
け

た
取
組
に
つ
い
て

  

西
条
自
民

西
条
自
民

　
　
　

ク
ラ
ブ

　
　
　

ク
ラ
ブ

カバークロップ（緑肥）を施用した農園

問
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所
有
者
不
明
土
地
の
解
消
を
！

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

親
な
ど
の
被
相
続
人
が
亡

く
な
ら
れ
た
法
定
相
続
人

は
相
続
の
手
続
き
を
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
相
続
登
記
の

申
請
は
任
意
と
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
申
請
を
し
な
く
て
も
相
続
人
が

不
利
益
を
被
る
こ
と
が
少
な
か
っ

た
こ
と
や
、
相
続
し
た
土
地
の
価

値
が
乏
し
く
売
却
も
困
難
で
あ
る

よ
う
な
場
合
は
、
費
用
や
手
間
を

か
け
て
ま
で
登
記
の
申
請
を
す
る

意
欲
が
湧
き
に
く
い
こ
と
が
、
相

続
登
記
が
さ
れ
な
い
原
因
と
し
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

令
和
２
年
国
土
交
通
省
調
べ
で

は
、
全
国
の
所
有
者
不
明
土
地
の

割
合
は
、
国
土
の
24
パ
ー
セ
ン
ト

に
及
び
、
そ
の
原
因
は
相
続
時
の

未
登
録
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
多
く
の
割
合
を
占
め
て
い
る

が
、
本
市
の
現
状
と
今
後
の
影
響

を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の

か
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ

れ
る
が
、
申
請
時
期
や
期
間
は
ど

の
よ
う
に
な
り
、
相
続
登
記
を
行

わ
な
い
と
ど
う
な
る
の
か
。

　

更
に
、
市
民
に
分
か
り
や
す
く

理
解
で
き
る
よ
う
な
周
知
方
法
が

必
要
だ
と
思
う
が
、
今
後
、
ど
の

よ
う
に
周
知
し
て
い
く
の
か
。

所
有
者
不
明
土
地
と
は
、

不
動
産
登
記
簿
に
よ
り
所

有
者
が
直
ち
に
判
明
し
な
い
土
地

や
、
所
有
者
が
判
明
し
て
も
所
在

が
不
明
で
連
絡
が
つ
か
な
い
土
地

と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
主
な

発
生
原
因
は
、
相
続
登
記
や
所
有

者
の
住
所
変
更
登
記
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
に
よ
る
。
所
有
者
不
明

土
地
は
、
全
国
的
に
も
増
え
て
お

り
、
相
続
人
の
高
齢
化
な
ど
で
今

後
、
更
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
る
。

　

本
市
の
現
状
と
し
て
、
令
和
５

年
度
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

を
送
付
し
た
際
、
宛
先
不
明
な
ど

で
返
戻
さ
れ
、
そ
の
後
、
所
在
の

調
査
を
行
っ
て
も
、
な
お
送
付
先

が
確
認
で
き
ず
、
公
示
送
達
と
し

た
件
数
及
び
税
額
は

169
件
、
約

650

万
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
発
送

件
数
４
万
８
千

351
件
に
占
め
る
割

合
は
０
・
35
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
体

調
定
額
約
88
億
３
千
万
円
に
占
め

る
割
合
は
０
・
07
パ
ー
セ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
示
送
達
と
し
た
者
が

所
有
す
る
土
地
の
筆
数
及
び
面
積

は
511
筆
、
約
77
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な

っ
て
お
り
、
全
体
課
税
筆
数
21
万

９
千
22
筆
に
占
め
る
割
合
は
０
・

23
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
体
課
税
面
積

約
２
万
２
千

300
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
占

め
る
割
合
は
０
・
35
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
国
に
お
い
て
は
所
有
者

不
明
土
地
の
解
消
に
向
け
、
民
法

や
不
動
産
登
記
法
の
改
正
並
び
に

相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度
の
創
設

な
ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、
相
続
登

記
の
申
請
義
務
化
が
令
和
６
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
遺
言
を
含
む
相

続
に
よ
っ
て
不
動
産
を
取
得
し
た

相
続
人
は
、
そ
の
所
有
権
の
取
得

を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相

続
登
記
の
申
請
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
正
当
な
理

由
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請

を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
10
万

円
以
下
の
過
料
の
適
用
対
象
と
さ

れ
て
い
る
。

　

な
お
、
こ
の
相
続
登
記
申
請
義

務
は
令
和
６
年
３
月
31
日
以
前
に

死
亡
し
た
人
の
相
続
に
つ
い
て
も

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
場
合
は
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
３
年
以
内
に
登
記
の
申
請
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
義
務
化
に
よ
り
、
本

市
に
お
い
て
も
所
有
者
不
明
土
地

の
発
生
予
防
に
一
定
の
効
果
が
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
周
知
と
し
て
は
、

松
山
地
方
法
務
局
西
条
支
局
と
連

携
し
、
資
産
税
課
窓
口
へ
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
設
置
す
る
ほ
か
、
広
報

さ
い
じ
ょ
う
で
お
知
ら
せ
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
新
館
１
階
及
び

西
部
支
所
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
い

る
情
報
モ
ニ
タ
ー
で
も
来
庁
者
へ

周
知
し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
令
和
５
年
４
月
に
発

送
し
た
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知

書
の
封
筒
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
こ
の
制
度
の

情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
二
次

元
バ
ー
コ
ー
ド
を
印
刷
し
、
周
知

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
く
な
ど
、
市
民
に
こ
の
制
度
を

よ
り
い
っ
そ
う
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答

令和５年第６回12月定例会　本会議

塩　

﨑　

雄　

大 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

２　

小
・
中
学
校
に
お
け
る

I
C
T
教
育
環
境
に
つ
い
て

藤　

井　

武　

彦 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

所
有
者
不
明
土
地
に
つ
い

て
２　

消
防
の
組
織
体
制
に
つ
い

て問

新制度を周知するポスター

詳しくは
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転
入
促
進
・
転
出
抑
制
の

今
後
の
事
業
展
開
は
？

本
市
に
お
い
て
、
転
入
促

進
・
転
出
抑
制
に
重
点
を

置
く
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
る
が
、

ど
の
市
町
村
も
同
じ
課
題
を
持
ち
、

転
入
促
進
・
転
出
抑
制
の
競
争
が

激
化
し
て
い
る
。
競
争
に
勝
つ
た

め
に
は
、
ほ
か
の
市
町
村
を
上
回

る
本
市
の
更
な
る
強
み
を
打
ち
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
転
入

促
進
・
転
出
抑
制
の
今
後
の
事
業

展
開
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

人
口
減
少
の
抑
制
を
図
る

上
で
、
転
入
促
進
・
転
出

抑
制
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
移
住
・
定

住
や
若
者
世
代
を
中
心
と
し
た
Ｕ

タ
ー
ン
に
よ
る
社
会
増
の
実
現
を

目
指
す
取
組
に
重
点
を
置
く
必
要

が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
都
市
部

か
ら
地
方
回
帰
へ
の
関
心
の
高
ま

り
を
捉
え
、
本
市
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
す
る
子
育
て
世
代
や
若
者
世
代
、

Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
学
生
な
ど

に
対
し
、
質
の
高
い
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
都
市
間
競
争
の
中

で
、
日
本
全
国
の
市
町
村
が
ア
プ

ロ
ー
チ
を
し
て
い
る
が
、
本
市
の

強
み
の
一
つ
と
し
て
、
移
住
を
希

望
し
て
い
る
か
た
に
対
し
、
ア
テ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
暮
ら
し
に
向
き
合
い

丁
寧
な
対
応
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
は
、
ほ
か
の
市
町
村
に
な
い

こ
と
で
あ
り
、
本
市
の
武
器
に
し

て
い
き
た
い
。

　

転
出
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
変

化
す
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
転

出
抑
制
・
転
出
回
避
に
向
け
、
本

市
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
育
む
こ
と

に
加
え
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お

け
る
不
安
の
解
消
、
生
活
、
教
育

環
境
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き

移
住
・
定
住
施
策
を
進
め
、
本
市

の
特
性
を
生
か
し
た
住
み
や
す
い

ま
ち
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
と
な

る
よ
う
、
若
者
を
含
む
幅
広
い
世

代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て

い
き
た
い
。

I
C
T
巡
回
支
援
員
・

指
導
員
に
よ
る

教
育
現
場
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
！

本
市
は
い
ち
早
く
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
取
り

組
み
、
一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
が
定
着

し
た
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
巡
回
支

援
員
・
指
導
員
の
配
置
を
取
り
や

め
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
教
員

の
熟
練
度
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業
務
を
負
担

に
感
じ
、
授
業
で
の
活
用
に
お
い

て
も
個
人
差
が
生
じ
て
お
り
、
近

年
の
聞
き
取
り
で
は
、
教
職
員
、

生
徒
の
満
足
度
に
お
い
て
、
よ
い

結
果
が
出
な
か
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
現
状
が
あ
り
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
技
術
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
よ
る
業
務
の
負
担
軽
減
や
授
業

の
質
の
向
上
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
巡

回
支
援
員
・
指
導
員
の
再
配
置
を

行
っ
た
が
、
そ
の
効
果
は
ど
う
な

っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
巡
回
支
援
員
・
指
導
員
の
配

置
を
継
続
し
て
い
く
の
か
。

再
配
置
の
効
果
に
つ
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
巡
回
支
援
員
・
指

導
員
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
教
員

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
対
策
と
し
て
新

た
に
取
り
組
ん
だ
協
働
学
習
支
援

ソ
フ
ト
、
ス
ク
ー
ル
タ
ク
ト
の
認

定
マ
ス
タ
ー
制
度
に
教
員
の
約
半

数
が
取
り
組
み
、
全
国
で
も
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
数
値
と
な
る
44
名
も

の
マ
ス
タ
ー
を
創
出
す
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
牽

引
で
き
る
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

継
続
し
た
配
置
に
つ
い
て
は
、

先
般
実
施
し
た
教
員
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
巡
回
支
援
員
の
再
配
置
に
つ
い

て
肯
定
的
な
意
見
が
多
い
一
方
で
、

支
援
員
の
訪
問
頻
度
や
個
々
の
支

援
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ス
キ
ル
の
差
に
よ

る
問
題
提
起
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
や
指
摘
を
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
学
校
現
場
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
学
校
が
組
織
的
に

機
能
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
も

機
動
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
支
援

体
制
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
無
料
接
種

終
了
後
の
補
助
の
考
え
は
？

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
お
い
て
は
、
予
防
接

種
法
に
基
づ
く
特
例
臨
時
接
種
を

行
い
、
費
用
は
全
額
公
費
負
担
で

あ
っ
た
が
、
こ
の
制
度
は
令
和
６

年
３
月
31
日
で
終
了
と
な
る
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
65
歳
以
上
の
高
齢
者

な
ど
に
は
、
今
後
も
年
に
１
回
、

秋
か
ら
冬
の
間
に
接
種
を
行
う
方

向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
接
種

費
用
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
接
種

と
同
様
に
一
部
負
担
と
な
る
の
か
。

答

問

問答

自
民
ク
ラ
ブ

自
民
ク
ラ
ブ

首都圏で開催した移住セミナー

令和５年第６回12月定例会　本会議

問 井　

上　

浩　

二 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

感
染
症
へ
の
取
組
に
つ
い

て
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令
和
５
年
11
月
22
日
に
開

催
さ
れ
た
厚
生
科
学
審
議

会
予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会

に
よ
る
と
、
令
和
６
年
度
以
降
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に

つ
い
て
は
、
個
人
の
重
症
化
予
防

に
よ
り
重
症
者
を
減
ら
す
こ
と
を

目
的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾

病
に
位
置
付
け
た
上
で
、
法
に
基

づ
く
定
期
接
種
と
し
て
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
な
ど
に
お
け

る
接
種
と
同
様
に
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
及
び
比
較
的
疾
病
リ
ス
ク

の
高
い
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
か

た
を
対
象
に
、
年
１
回
、
秋
か
ら

冬
に
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
類
疾
病
は
、
現
在
、
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
高
齢
者
の

肺
炎
球
菌
感
染
症
が
対
象
と
さ
れ

て
い
る
が
、
主
に
社
会
防
衛
を
目

的
と
す
る
Ａ
類
疾
病
と
は
異
な
り
、

個
人
予
防
に
重
点
を
置
き
、
本
人

に
接
種
の
努
力
義
務
や
国
の
接
種

勧
奨
は
な
く
、
接
種
費
用
に
つ
い

て
は
一
部
自
己
負
担
が
求
め
ら
れ

る
見
込
み
で
あ
る
。

　

定
期
予
防
接
種
の
自
己
負
担
額

は
、
県
内
20
市
町
で
構
成
す
る
愛

媛
県
予
防
接
種
広
域
化
代
表
者
協

議
会
及
び
県
医
師
会
で
毎
年
協
議

を
行
い
、
実
施
医
療
機
関
に
対
す

る
委
託
料
や
自
己
負
担
額
、
実
施

期
間
な
ど
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実

施
に
係
る
要
領
な
ど
の
統
一
を
図

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
自

己
負
担
額
に
つ
い
て
は
、
国
の
方

針
が
決
定
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

学
校
部
活
動
は
ど
う
な
る
の
？

学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
、

学
校
の
責
任
下
で
行
う
学

校
部
活
動
と
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の

違
い
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
部
活
動
の
地
域
移
行
や

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
化
に
よ
り
行
政

区
を
ま
た
い
だ
チ
ー
ム
編
成
と
な

り
、
総
体
な
ど
各
種
大
会
へ
の
参

加
、
練
習
な
ど
へ
の
移
動
、
参
加

活
動
費
な
ど
の
課
題
も
多
く
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
部
活
動
の
基

本
的
な
考
え
方
や
中
学
校
単
位
で

の
子
ど
も
の
育
成
を
妨
げ
る
も
の

に
な
ら
な
い
か
と
不
安
を
感
じ
る

が
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

学
校
部
活
動
は
、
学
校
単

独
で
行
う
部
活
動
、
単
独

に
よ
る
活
動
が
難
し
い
場
合
の
団

体
種
目
に
お
け
る
学
校
間
連
携
に

よ
る
合
同
部
活
動
、
個
人
種
目
に

お
け
る
学
校
間
連
携
に
よ
る
拠
点

校
部
活
動
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
、

学
校
が
運
営
主
体
と
な
る
部
活
動

に
お
い
て
は
、
放
課
後
や
休
日
、

学
校
外
で
の
活
動
で
あ
っ
て
も
学

校
管
理
下
の
活
動
と
位
置
付
け
ら

れ
、
生
徒
の
管
理
や
事
故
な
ど
の

責
任
は
学
校
が
負
う
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
は
、

既
存
の
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の
参
加
と

新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
の
創
出
が
あ

り
、
本
市
で
も
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
休
日
の
活
動
に

お
け
る
新
た
な
地
域
ク
ラ
ブ
へ
の

移
行
を
目
指
し
て
、
取
り
組
む
も

の
で
あ
る
。
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
は
、

学
校
管
理
下
外
の
活
動
と
な
る
た

め
、
休
日
な
ど
に
学
校
施
設
を
使

っ
た
活
動
で
も
、
生
徒
の
管
理
や

事
故
な
ど
の
責
任
は
地
域
ク
ラ
ブ

の
運
営
主
体
が
負
う
こ
と
と
な
る
。

　

部
活
動
改
革
及
び
地
域
移
行
に

お
け
る
課
題
は
、
市
部
活
動
地
域

移
行
検
討
委
員
会
を
中
心
に
協
議

を
重
ね
る
予
定
で
あ
る
が
、
地
域

に
お
け
る
新
た
な
動
き
と
し
て
、

12
月
に
は
西
条
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

協
会
の
指
導
員
が
中
心
と
な
り
、

男
子
中
学
生
を
対
象
と
し
た
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
地
域
ク
ラ
ブ
を
立
ち

上
げ
る
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。
市

部
活
動
地
域
移
行
検
討
委
員
会
と

し
て
も
、
本
活
動
を
今
後
の
地
域

移
行
の
モ
デ
ル
事
例
と
位
置
付
け
、

必
要
な
協
力
及
び
活
動
検
証
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
は
、

生
徒
数
が
減
少
し
、
活
動
が
困
難

と
な
る
学
校
や
地
域
な
ど
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
の
場
を

確
保
す
る
た
め
、
新
た
に
認
め
ら

れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
愛
校
心
や

郷
土
愛
な
ど
の
視
点
か
ら
一
部
で

は
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。
今
後
、

地
域
移
行
が
進
む
中
で
、
関
係
機

関
と
の
連
携
の
下
、
可
能
な
限
り

市
内
生
徒
で
編
成
さ
れ
る
地
域
ク

ラ
ブ
の
創
出
を
目
指
し
て
い
き
た

い
。

答

森　

川　

亜　

紀 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

保
育
料
の
軽
減
措
置
に
つ

い
て

令和５年第６回12月定例会　本会議

答 問

今　

井　

廣　

一 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

運
動
部
活
動
の
地
域
移
行

に
つ
い
て

地域クラブチームとの練習試合風景

インフルエンザワクチンの予防接種風景
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多
子
世
帯
に
対
す
る

保
育
料
軽
減
措
置
の
拡
充
を
！

今
後
、
少
子
化
が
急
速
に

進
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

中
、
少
子
化
対
策
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

平
成
31
年
に
実
施
さ
れ
た
西
条

市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
理
想
と
す

る
子
ど
も
の
数
と
実
際
の
子
ど
も

の
数
に
乖
離
が
見
ら
れ
、
そ
の
要

因
と
し
て
、
経
済
的
な
負
担
が
大

き
い
と
の
回
答
結
果
が
得
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
経
済
的
負

担
の
軽
減
が
、
出
生
数
の
増
加
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
本
市
に

お
け
る
多
子
世
帯
に
対
す
る
保
育

料
の
軽
減
措
置
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
、
多
子
世
帯
に
対

す
る
保
育
料
の
軽
減
措
置
と
し
て

多
子
カ
ウ
ン
ト
の
制
限
を
撤
廃
す

る
考
え
は
な
い
の
か
。

多
子
世
帯
へ
の
保
育
料
の

負
担
軽
減
措
置
と
し
て
は
、

年
収
約

360
万
円
以
上
相
当
の
世
帯

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
が
保
育
所

な
ど
に
同
時
に
在
籍
し
て
い
る
場

合
に
限
り
、
子
ど
も
の
カ
ウ
ン
ト

を
行
い
、
第
２
子
を
半
額
、
第
３

子
以
降
を
無
料
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
年
収
約

360
万
円
未
満
相

当
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、
第
２
子
、

第
３
子
の
カ
ウ
ン
ト
時
に
お
け
る

年
齢
範
囲
の
制
限
を
撤
廃
し
、
第

２
子
の
児
童
に
つ
い
て
は
半
額
、

第
３
子
以
降
の
児
童
に
つ
い
て
は

無
料
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
世
帯
な
ど
の

要
保
護
者
等
世
帯
に
つ
い
て
は
、

第
２
子
以
降
の
児
童
に
つ
い
て
無

料
と
し
て
い
る
。

　

全
て
の
世
帯
を
対
象
に
多
子
カ

ウ
ン
ト
の
年
齢
制
限
を
撤
廃
す
る

こ
と
は
、
保
育
所
な
ど
へ
入
所
し

て
い
る
か
た
の
み
に
対
す
る
支
援

策
と
な
り
、
財
政
負
担
も
伴
う
た

め
、
引
き
続
き
、
国
に
対
し
て
財

政
支
援
の
要
望
を
し
て
い
き
た
い
。

ご
み
処
理
の
Ｃ
Ｏ
２   

削
減
を
！

焼
却
方
式
の
ご
み
処
理
に

比
べ
て
大
幅
に
C
O
2  

の

排
出
量
が
少
な
い
ト
ン
ネ
ル
コ
ン

ポ
ス
ト
方
式
を
、
導
入
す
る
考
え

は
な
い
の
か
。

ト
ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方

式
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

Ｃ
Ｏ
２  

排
出
量
が
少
な
い
、
ご
み

の
固
形
燃
料
化
に
よ
り
資
源
化
率

が
上
昇
す
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、

固
形
燃
料
の
受
け
入
れ
先
が
必
要

で
あ
る
、
導
入
実
績
が
少
な
く
安

定
処
理
の
実
現
が
不
透
明
で
あ
る
、

処
理
に
多
く
の
時
間
を
要
す
る
た

め
災
害
時
な
ど
の
多
量
ご
み
の
対

応
が
困
難
な
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　

ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
、
本
市
と
新
居
浜
市
、
四
国
中

央
市
で
広
域
化
・
集
約
化
の
検
討

を
行
っ
た
が
、
採
用
実
績
、
副
生

成
物
の
利
用
先
や
処
分
先
の
確
保

な
ど
を
評
価
し
た
結
果
、
焼
却
方

式
の
評
価
が
高
か
っ
た
た
め
、
ト

ン
ネ
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
の
検
討

は
行
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
導
入
に
つ
い
て
は
、
他

の
処
理
方
式
と
の
比
較
検
討
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

職
員
の
離
職
を
防
ぐ
対
応
を
！

近
年
、
仕
事
に
対
す
る
価

値
観
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、

職
員
の
離
職
が
増
加
し
て
い
る
が
、

対
応
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

職
員
の
離
職
を
防
止
す
る

た
め
に
、
職
員
が
や
り
が

い
を
持
っ
て
働
け
る
職
場
風
土
の

醸
成
と
し
て
、
人
事
評
価
制
度
を

活
用
し
、
上
司
と
部
下
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を
図
り
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
と
風
通

し
の
よ
い
健
全
な
職
場
環
境
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
職
員
の
意
向
や
特
性
を

生
か
す
取
組
と
し
て
、
毎
年
度
実

施
す
る
勤
務
状
況
調
査
に
よ
り
、

職
員
の
勤
務
へ
の
適
性
や
異
動
に

関
す
る
希
望
を
把
握
し
、
適
材
適

所
の
人
員
配
置
に
努
め
て
い
る
。

　

更
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、

テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
の
試
行

な
ど
、
多
様
な
働
き
方
を
推
進
し

て
い
る
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
取
組
を
通

じ
て
、
職
員
が
働
き
や
す
い
環
境

を
整
備
し
、
選
ば
れ
続
け
る
魅
力

あ
る
職
場
作
り
に
努
め
た
い
。

問答 真　

鍋　

顕　

伸 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

ご
み
処
理
施
設
の
ト
ン
ネ

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
方
式
に
つ
い

て
２　

ご
み
処
理
施
設
に
お
け
る

Ｃ
Ｏ
２  

削
減
に
つ
い
て

答 問
  

西
条
み
ら
い

西
条
み
ら
い

　
　
　

ク
ラ
ブ

　
　
　

ク
ラ
ブ

令和５年第６回12月定例会　本会議

佐
々
木　
　

充　

 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て

２　

人
事
行
政
に
つ
い
て

問答

子どもたちの未来のために積極的な少子化対策を
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若
者
の
U
タ
ー
ン
促
進
を
！

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

若
者
の
移
住
を
促
進
す
る

た
め
、
こ
の
制
度
を
活
用

す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

こ
の
制
度
は
、
大
学
な
ど

を
卒
業
後
に
貸
し
付
け
を

行
っ
た
自
団
体
の
区
域
内
に
就
職

す
る
こ
と
な
ど
を
要
件
と
し
て
日

本
学
生
支
援
機
構
な
ど
か
ら
借
り

受
け
た
奨
学
金
の
返
済
に
対
し
、

市
町
村
が
奨
学
金
返
還
の
全
部
又

は
一
部
を
負
担
し
た
場
合
、
返
還

費
用
の
一
部
を
特
別
交
付
税
措
置

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
他

市
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

A
E
D
の
中
に

三
角
巾
の
配
備
を
！

一
刻
を
争
う
救
命
現
場
で

も
、
女
性
の
傷
病
者
の
素

肌
を
出
し
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ
と

に
抵
抗
を
感
じ
る
か
た
が
い
る
よ

う
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保

護
す
る
た
め
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
内
へ
三
角

巾
を
配
備
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
内
へ
三
角
巾
を
配

備
す
る
こ
と
は
、
女
性
の

傷
病
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
応
急

処
置
が
実
施
で
き
る
こ
と
に
よ
る

救
命
率
の
向
上
や
傷
病
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
観
点
か
ら

も
有
用
で
あ
る
た
め
、
医
療
関
係

者
な
ど
と
配
備
に
向
け
準
備
を
進

め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
三
角
巾
の
材
質
な
ど
に

つ
い
て
も
、
先
進
自
治
体
を
調
査

し
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

更
に
、
三
角
巾
の
多
様
な
使
用

方
法
に
係
る
ち
ら
し
の
作
成
や
女

性
に
配
慮
し
た
講
習
会
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
を
休
ま
せ
る
べ
き
か
？

保
護
者
の
判
断
材
料
に

子
ど
も
の
様
子
を
客
観
的

な
基
準
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
民
間
事
業
者
が
開
発
し
た
ア

プ
リ
「
学
校
休
ん
だ
ほ
う
が
い
い

よ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
周
知
・

活
用
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

同
ア
プ
リ
を
、
保
護
者
へ

お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
が
増
加
す
る

中
、
悩
み
を
抱
え
る
多
く
の
保
護

者
に
対
し
有
効
な
情
報
提
供
で
あ

り
、
学
校
及
び
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
関
係

機
関
と
も
協
議
の
上
、
前
向
き
に

対
応
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
た

代
替
交
通
の
導
入
を
！

バ
ス
路
線
の
廃
止
に
伴
う
、

西
部
地
域
の
代
替
交
通
導

入
に
当
た
り
、
利
便
性
の
高
い
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
事
業
者
の
乗
務
員
確
保

に
対
し
て
支
援
は
で
き
な
い
か
？

バ
ス
路
線
の
廃
止
に
合
わ

せ
順
次
、
デ
マ
ン
ド
型
乗

合
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
る
。
乗
務
員
確
保
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
国
の
人
材
確
保
支
援
が

あ
る
。
今
後
も
、
公
共
交
通
機
関

の
円
滑
な
運
行
の
た
め
交
通
事
業

者
と
連
携
し
適
切
に
対
応
し
た
い
。

答 問

問

問

問

答

答

答

越　

智　

由
美
子 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

西
部
地
域
の
公
共
交
通
に

つ
い
て

２　

小
・
中
学
校
に
お
け
る
学

級
編
成
に
つ
い
て

  

会
派
に

会
派
に

      

属
さ
な
い
議
員

属
さ
な
い
議
員

髙　

橋　

章　

哲 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童

　

・
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

令和５年第６回12月定例会　本会議

髙　

橋　

淑　

子 

議
員

（
一
般
質
問
）

１　

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
の
推
進
に
つ
い
て

２　

A
E
D
に
つ
い
て

城　

戸　
　
　

力 

議
員

（
議
案
質
疑
）

１　

合
併
20
周
年
記
念
啓
発
事

業
に
つ
い
て

（
一
般
質
問
）

１　

窓
口
改
革
に
つ
い
て

２　

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
に

つ
い
て

３　

市
道
及
び
公
園
等
に
お
け

る
刈
り
草
の
処
分
に
つ
い
て

  
公
明
党

公
明
党

    
西
条
市
議
団

西
条
市
議
団

西条地域で運行しているよりそいタクシー
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特集記事
　

令
和
５
年
９
月
定
例
会
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
係
る
議
案
４
件

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
、

監
査
委
員
を
除
く
全
議
員
で
構
成

す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
分
科
会
ご
と
に
10
月
２
日

に
現
地
調
査
を
行
い
、
10
月
３
日

・
４
日
に
書
面
審
査
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
11
月
20
日
に
決
算
審
査

特
別
委
員
会
（
全
体
会
）
を
開
催

し
分
科
会
長
報
告
を
行
っ
た
の
ち
、

採
決
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
12
月
定
例
会
初
日
（
令

和
５
年
11
月
28
日
）
に
、
委
員
長

が
審
査
の
概
要
と
結
果
の
報
告
を

行
い
、
最
後
に
、
次
年
度
の
予
算

編
成
や
行
財
政
運
営
に
、
審
査
の

過
程
で
の
反
省
事
項
や
改
善
要
望

事
項
を
生
か
す
こ
と
を
求
め
て
、

い
ず
れ
も
認
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
分
科
会
で

の
審
査
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

決算審査特別委員会報告

令和４年度令和４年度
決算をチェック！決算をチェック！

シティプロモーション推進事業に
ついて
Q　「LOVE　SAIJO」ウェブサイト運営の効
　果は？
A　 会員が市の情報を受け取るだけでなく、 会員か
　らも情報を発信するインナープロモーションを行
　い、西条市を好きになってもらえるよう取り組ん
　でいることから、さまざまな面で効果が出てきて
　いる。

総務費

敬老会行事開催費補助金について
Q　委託方式から補助金方式に変更したことに
　よる効果は？
A　 委託方式では、市が決定した一律の開催方法で、
　全校区の敬老会を開催していたが、各地域の特色
　や実情に合わせて式典開催の有無、開催時期、記
　念品配付の時期などを校区ごとに自由に選択でき
　る補助金方式に変更したことで、各校区の敬老会
　従事者の負担軽減を図る効果があった。

民生費

合同企業説明会開催事業費負担金に
ついて
Q　本市、新居浜市、四国中央市合同企業説明
　会に参加した市内企業25社の選定方法は？
A　 選定は、高校生の合同就職フェアなどと同様に
　先着順で実施している。しかし、多くの企業から
　参加を希望する声があることから、選定方法や出
　展数などについては、今後検討していきたい。

労働費

アウトドアオアシス石鎚管理運営
事業ついて
Q　経済効果は？
A　 オアシス館及びおあしす市場での売り上げは目
　標値を大きく上回っている。また、ハイウェイオ
　アシスにおける就業者数も目標値を上回っている
　ことから、経済効果があったと認識している。

商工費

地籍調査事業について
Q　全体計画の見直しが必要ではないか？
A　 現在は職員が現場に行って立ち合いの上、調査
　しているため、年間の調査面積に限界がある。し
　かし、国では山間部などで、リモートセンシング
　データを活用した航測法の研究が進んでおり、新
　たな調査方法を検討し、国などと協議しながら計
　画の見直しも検討したい。

農林水産費

公共下水道事業会計決算について

Q　汚水処理費用の約半分しか使用料収入で賄
　えておらず、依然として不足分を一般会計か
　らの繰入金で補填しているが、打開する策は
　あるのか？
A　 下水道区域全体の見直しを行い、事業費の削減
　に努めている。令和４年度に使用料の改定を行っ
　たが、今後も３年ごとに改定を行い、西条処理区、
　東予・丹原処理区の使用料統一を図るとともに経
　費回収率の向上に向けて取り組んでいきたい。

公共下水道
事業会計
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こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
医
療
費
助

成
を
市
の
単
独
事
業
で
拡
大
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
や
他
の
市

町
の
動
向
を
注
視
す
る
と
し
て
き
た

が
、
今
回
、
条
例
を
改
正
す
る
に
至

っ
た
経
緯
は
？

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
よ
う
な

社
会
保
障
や
福
祉
的
な
制
度
に

つ
い
て
は
、
自
治
体
が
制
度
の
競
い

合
い
を
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
思
想
の
下
、
国

内
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
同
じ
助
成

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
が
全
国
一

律
の
制
度
と
し
て
整
備
す
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
て
き
た
。

　

し
か
し
、
県
下
の
ほ
と
ん
ど
の
市

町
が
、
助
成
を
拡
大
す
る
中
、
本
市

に
お
い
て
も
市
民
な
ど
か
ら
の
要
望

が
高
ま
っ
て
き
た
た
め
、
保
健
・
福

祉
に
加
え
て
、
子
育
て
支
援
の
充
実

を
目
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

助
成
対
象
は
、
所
得
制
限
な
ど
を

設
け
ず
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
に
拡
大
し
、
就

労
、
婚
姻
し
て
い
る
場
合
も
対
象
と

な
る
。国

や
他
の
市
町
で
は
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
と
い
う
名
称
を
使
っ

て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
中
、
西
条
市

適
応
指
導
教
室
を
、
西
条
市
教
育
支

援
教
室
と
し
た
経
緯
は
？

同
教
室
を
運
営
す
る
青
少
年
育

成
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
協
議
を

行
い
、
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
と
呼

び
名
の
重
複
に
よ
る
混
乱
を
避
け
る

た
め
、
他
の
先
進
事
例
に
基
づ
き
教

育
支
援
教
室
と
決
定
し
た
。

本
市
の
職
員
給
与
は
県
内
他
市

と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

ま
た
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
の

改
定
に
加
え
、
本
市
独
自
の
給
与
改

定
を
行
う
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

本
市
の
一
般
行
政
職
の
平
均
年

齢
は
、
県
内
11
市
に
お
い
て
最

も
低
い
状
況
で
あ
り
、
本
市
の
平
均

給
与
月
額
は
30
万
３
千

800
円
と
、
県

内
11
市
の
平
均
給
与
月
額
31
万
７
千

500
円
を
下
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

厚
生
労
働
省
が
実
施
し
て
い
る
、
民

間
事
業
者
の
賃
金
な
ど
を
調
査
し
た

統
計
内
容
と
比
較
す
る
と
、
本
市
の

給
与
水
準
は
民
間
と
比
べ
て
決
し
て

低
い
水
準
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

　

職
員
給
与
の
改
定
は
、
人
事
院
勧

告
に
基
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改

定
に
準
じ
て
行
う
が
、
人
事
院
勧
告

以
上
の
独
自
の
給
与
改
定
に
つ
い
て

は
、
後
年
度
に
及
ぶ
財
政
負
担
や
、

市
民
の
理
解
な
ど
も
必
要
で
あ
り
、

慎
重
な
対
応
を
し
た
い
。

令和５年第６回12月定例会
常任委員会 レポート

総
務
委
員
会•

分
科
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ

12/７ 開催
付託議案 12件
請　　願 １件

Ａ

福
祉
文
教
委
員
会•

分
科
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ

12/８ 開催
付託議案 ９件
請　　 願 ２件

西
条
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

Ａ

Ｑ

Ｑ 西
条
市
こ
ど
も
医
療
費

　

助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

児童・生徒の個性にあった
指導を行う教育支援教室
いしづちの学習室

　人事院では、国家公務員と
民 間 の ４ 月 分 の 給 与 （ 月 例
給）を調査した上で、精密に
比較し、得られた較差を埋め
ることを基本に勧告を行って
います。
　また、民間の特別給（ボー
ナス）の直近１年間（前年８
月から当年７月まで）の支給
実績を調査した上で、民間の
年間支給割合を求め、これに
国家公務員の特別給（期末・
勤勉手当）の年間支給月数を
合わせることを基本に勧告を
行っています。

〜人事院勧告について〜

Ｑ 西
条
市
適
応
指
導
教
室
条
例
の

一
部
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Ａ
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ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
額

が
当
初
の
想
定
額
を
上
回
る
見

込
み
と
な
っ
た
理
由
は
？

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
四
国
工
場
が
操

業
を
終
了
し
、
同
社
の
製
品
が

返
礼
品
と
し
て
取
り
扱
え
な
く
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
寄
附
金
の
見
込
み
を

前
年
度
予
算
額
の
半
分
と
し
て
い
た

が
、
ふ
る
さ
と
納
税
市
場
の
拡
大
と

新
た
な
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
追
加
な

ど
に
よ
り
、
上
半
期
の
寄
附
実
績
が

昨
年
の
同
時
期
よ
り
増
加
し
た
た
め
、

寄
附
増
額
に
伴
う
経
費
を
増
額
し
た
。

今
後
も
、
返
礼
品
を
拡
充
す
る
と
と

も
に
積
極
的
に
本
市
産
品
の
魅
力
発

信
に
努
め
て
い
き
た
い
。

市
街
地
案
内
板
の
更
新
内
容

は
？

木
製
の
支
柱
や
フ
レ
ー
ム
な
ど

で
劣
化
が
著
し
い
部
分
を
、
ア

ル
ミ
な
ど
の
耐
久
性
の
あ
る
素
材
に

更
新
す
る
。
ま
た
、
案
内
板
の
掲
載

内
容
に
つ
い
て
も
、
現
時
点
の
地
図

に
修
正
し
て
作
製
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
Q
R
コ
ー
ド
な
ど
の
掲
載
や
現

在
実
施
し
て
い
る
催
し
物
と
の
連
携

も
考
慮
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

国
の
指
針
に
お
け
る
団
員
数
と

か
け
離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い

な
い
か
？

国
は
地
域
の
実
情
に
よ
り
団
員

数
を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
る

た
め
、
合
併
後
、
東
支
団
と
西
支
団

に
お
け
る
地
域
の
実
情
に
鑑
み
て
適

正
化
を
図
り
な
が
ら
、
条
例
改
正
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
条
例
改

正
で
は
、
消
防
団
員
定
数
の
適
正
化

を
図
る
た
め
、
充
足
率
に
着
目
し
、

充
足
率
が
全
国
及
び
近
隣
市
町
な
ど

の
平
均
値
を
上
回
る
こ
と
を
目
標
に

改
正
を
行
っ
た
。

消
防
団
員
の
定
数
を
充
足
さ
せ

る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
か
？

入
団
を
促
進
す
る
取
組
と
し
て
、

毎
年
１
月
か
ら
３
月
を
入
団
促

進
強
化
月
間
と
位
置
付
け
、
消
防
団

員
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
な
ど
を
巡

回
し
な
が
ら
加
入
促
進
に
努
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
S
N
S
を
活
用
し
た
情
報

発
信
や
団
員
報
酬
の
引
き
上
げ
、
個

人
支
給
の
徹
底
な
ど
に
よ
り
、
消
防

団
へ
の
入
団
を
促
進
し
、
有
用
な
消

防
団
員
の
確
保
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
る
。高

齢
者
の
自
宅
へ
の
訪
問
や
、

火
災
予
防
の
活
動
な
ど
に
、
女

性
消
防
団
員
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

が
、
増
員
に
向
け
た
取
組
は
？

女
性
消
防
団
員
の
定
数
で
あ
る

30
名
を
充
足
で
き
る
よ
う
、
市

の
公
式
L
I
N
E
な
ど
も
活
用
し
て

周
知
し
、
加
入
促
進
に
努
め
た
い
。

環
境
消
防
委
員
会•

分
科
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ

12/８ 開催
付託議案 ３件

産
業
建
設
委
員
会•

分
科
会
で
の
主
な
Ｑ
＆
Ａ

12/７ 開催
付託議案 １件

令和５年第６回12月定例会
常任委員会 レポート

ふるさと納税のちらし

観光客などに回遊してもらえるよう市道や
水飲み場などに設置している案内板

道
路
維
持
管
理
費

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

西
条
市
消
防
団
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

ＱＱＡ

ふ
る
さ
と
納
税
促
進
事
業

Ａ
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　今年度の議会報告会は、市内の５つの高等学

校で実施しました。内容については、準備ができし

だい順次、ホームページでご報告します。

　　　　　　　こちらをご覧ください→

　

「
冬
は
つ
と
め
て
」
平
安
時
代

に
清
少
納
言
が
書
い
た
と
さ
れ
る

枕
草
子
の
一
説
で
す
。
冬
は
早
朝

が
一
番
よ
い
と
、
言
い
切
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
で
さ
え
、
寒
く
て
外

に
出
る
の
も
、
お
っ
く
う
に
な
る

の
に
、
更
に
寒
い
、
雪
や
霜
の
降

り
た
早
朝
が
よ
い
な
ん
て
。

　

そ
れ
で
も
、
大
霜
の
朝
、
今
日

は
ぬ
く
な
る
ぞ
と
、
気
合
を
入
れ

て
仕
事
に
出
れ
ば
、
昼
頃
に
は
寒

さ
も
緩
み
、
春
が
遠
く
な
い
こ
と

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

梅
や
水
仙
の
花
だ
よ
り
が
届
い

て
き
ま
す
。
市
内
の
ス
テ
キ
を
見

つ
け
て
、
議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写

真
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

市
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

委  

員  

長　

楠　
　
　
　
　

學

副
委
員
長　

藤　

井　

武　

彦

委　
　

員　

城　

戸　
　
　

力

〃　　
　

髙　

橋　

章　

哲

〃　　
　

御　

荘　

秀　

樹

〃　　
　

越　

智　

俊　

幸

〃　　
　

藤　

田　

節　

雄

〃　　
　

行　

元　
　
　

博

〃　　
　

一　

色　

輝　

雄

〃　　
　

武　

田　
　
　

功

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

  https://w
w

w
.city.saijo.ehim

e.jp/site/gikai/
さ
い
じ
ょ
う
市
議
会
だ
よ
り

N
o.82

住
所

／
〒

793-8601 愛
媛

県
西

条
市

明
屋

敷
164

T
EL／

0897-52-1261
発

行
／

西
条

市
議

会
編

集
／

市
議

会
だ

よ
り

編
集

委
員

会

編
集
後
記

　令和５年11月27日から令和６年１月31日まで、

小松高等学校ライフデザイン科の生徒の皆さんが

作成した、甚平などの被服や、特産品を使った商

品開発の研究成果のパネルを、議会フロアに展示

して、来庁者に一般開放しました。

議会フロアにおいて作品展を開催！
小松高等学校ライフデザイン科

市内５高等学校で
議会報告会を実施しました！

主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

• 市議会のしくみ
• 西条市の主な事業の説明
• 意見交換会【テーマ】
　   どんな西条市になったら
　   住み続けたい？帰ってきたい？

西
条
小
学
校
２
年
生
が
校
区
内

見
学
で
来
庁
し
ま
し
た
。　

→

　

災
害
発
生
時
の
議
員
の
基
本
的
行
動
で
あ

る
、
地
域
の
一
員
と
し
て
市
民
の
安
全
確
保

と
応
急
対
応
な
ど
地
域
に
お
け
る
活
動
に
積

極
的
に
従
事
す
る
た
め
、
地
震
発
生
後
な
ど

に
生
じ
る
火
災
か
ら
の
避
難
に
焦
点
を
当
て

た
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
防
災
訓
練
で
す
が
、
日
常
か

ら
危
機
感
を
持
っ
た
行
動
を
心
が
け
る
こ
と

の
た
い
せ
つ
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

6 階に設置された垂直降
下型の救助袋を使用し降
下を体験しました。↓

↑煙が充満した部屋の中
で避難することの難しさ
を実体験しました。

表
紙
写
真
の
応
募
は

こ
ち
ら
→

各
種
委
員
の
任
命
に
同
意

　

次
の
か
た
が
た
を
そ
れ
ぞ
れ
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員　
　

鳳　
　
　

慶　

洲　

氏

公
平
委
員
会
委
員　
　

佐
々
木　

し
を
り　

氏

 西条高等学校
 ①１月15日月曜日
 ②午後３時40分から50分
 ③2年生250人 ④14人

 西条農業高等学校
 ①１月23日火曜日
 ②午後２時から110分
 ③希望者65人 ④９人

 小松高等学校
 ①１月22日月曜日
 ②午後２時45分から50分
 ③2年生120人 ④８人

 東予高等学校
 ①１月29日月曜日
 ②午後１時50分から110分
 ③１年生57人 ④10人

 丹原高等学校
 ①１月23日火曜日
 ②午後１時50分から110分
 ③１・２年生250人 ④８人

 高等学校名
 ①実施日　②時間
 ③対象生徒数 ④出席議員数
 ※実施前の予定です。


